
向井ゼミの研究内容
画像認識とコンピュータグラフィックスを中心とした画像工学関連の研究をしています．

画像認識では，主にAIを用いた様々な画像の認識を行っています．

ドライブレコーダからの自車速度の推定[1]

交通事故の際，事故の
原因究明にはドライブレ
コーダの映像は重要で
すが，安価なレコーダは
速度の記録機能があり
ません．そこで，映像の
みから自車速度を推定
しています．図に示すよ
うに，追い抜き車両が写
っていても速度推定は
可能です．

監視カメラを用いた自動人数計測[2]

従来型の画像処理手法とAIを組合わせた手法を用いています．画像の明るさ
に関する特徴量を用いることで影を検出し画像から除去できます．また，人物領
域が重なっている場合も人物領域の大きさや形状から分離することができま
す．このようにして分離した各人物を追跡することで，左右どちらの方向に何人
の人間が通過したのかを計測することができます．

横顔の認識[3]
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人間の顔認識は既に空港などでも実用化されていますが，認識できる顔は定
位置から撮影された正面顔のみで，横顔の認識精度はあまり高くありません．
AIを用いた様々な学習方法のうち，どの方法が最も高い認識精度を持つのかを
調べています．

緑枠は一つの特徴
量を用いた手法で
の認識結果，赤枠
は緑枠の手法で用
いた特徴量に対して
新たに別の特徴量
を追加して認識した
結果です．
両手法ともに正しく
認識できる横顔もあ
りますが，どちらか
一方のみでしか正し
く認識できない横顔
もあります．

動物顔の認識[4]

人間の顔認識手法を応用して犬や猫の顔認識も行うことができます．犬の特徴
は大きな鼻です．一方，猫の鼻は小さく，しかも色々な毛並みがあります．犬と
猫の識別器を適用した結果を示します．赤枠が犬顔，青枠が猫顔という判定結
果です．人間顔の識別器は適用していませんから，赤枠でも青枠でもなければ
人間という判定になりますが，猫顔や犬顔と判定される人もいます．

手話の認識[5]

手話は聴覚障碍者にとって重要なコミュニケーション手段です．しかしながら，
健常者にとって手話の学習は難しく，あまり普及していません．そこで，画像を
基にして手話の認識が行えるシステムが必要になります．

右の図は日本語対応
手話の指文字五十音
です．動きのある手話
もありますが，静止画
を見ると，1)手首の位
置，2)掌の向き，3)指
の本数，4)穴の有無で
場合分けしてある程
度の分類は可能です
が，分類できない指文
字にはAIを活用して認
識します．

医療画像の認識[6,7]

画像認識は医療分野でも活用されています．

左図の超音波診
断装置を用いて
超音波プローブ
を顎の下に当て
ることで，超音波
画像が取得でき
ます．超音波画
像に写っている
舌表面上の特徴
点を基にしてメッ
シュモデルを作
成し，下顎を付
けることで舌モデ
ルができます．こ
の舌モデルを動
かすと発音時に
おける舌動きが
分かります．

超音波画像から舌表面上の特徴点を選択する作業を手動で行うと多大な時間
と労力を要するため，AIを用いて舌表面上の特徴点を推定する研究です．

超音波内視鏡のビデオスコープを用いると鼻の中を見ることができます．耳鼻
咽喉科に鼻汁や鼻閉で来る患者でも症状はアレルギー鼻炎，鼻中隔湾曲症，
副鼻腔炎と異なるため，AIを使用して症状の分別を行う研究です．

上の図は手話単語です．昨日と明日は同じ1本指ですが，昨日は体の後ろ
に，明日は体の前に向けて倒します．一方，明後日は2日後ですので，2本指
を体の前に向けて倒します．これらの違いをAIを用いて判定します．
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